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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は「ブロック共重合体を鋳型とするメソポーラスポリイミド膜の創製」と題し，以下の 7 章から構成されている．  
第 1 章「序論」では，ポーラスポリイミドの特徴と課題，および有機鋳型法によるメソポーラスポリイミド膜作製の特徴と課

題を論じた上で，本研究の意義と目的を述べている． 
第 2 章「三官能アミンを用いた架橋型ポリアミド酸に基づくメソポーラスポリイミド膜の作製」では，有機鋳型法においてポ

リイミド含有率の低下を伴わない新たな架橋手法を確立することを目的に，三官能芳香族アミン，1,3,5-トリス（4-アミノフェ

ニルベンゼン）（TAPB）を用いた架橋型ポーラスポリイミド膜を作製し，その細孔構造について評価している．TAPB による架

橋構造の導入は，ポリイミド含有率を低下させることなく複合膜に形成されるミクロ相分離構造の熱的安定性を向上させること

を明らかにしている．また，鋳型高分子の熱分解後において，ミクロ相分離構造に由来する幅約 50 nm のスリット状の空隙と約

40 nm の連続孔を有するポーラスポリイミド膜を作製することに成功している． 
第 3 章「犠牲的光架橋部位を有するポリアミド酸エステルに基づくメソポーラスポリイミド膜の作製」では，架橋の開始反応

を制御可能かつ，ポリイミド含有率の低下を伴わない新たな架橋手法を確立することを目的として，メタクリル酸 2-ヒドロキ

シエチル（HEMA）を側鎖に有するポリアミド酸エステル（PAAE）を用いてポーラスポリイミド膜を作製し，その細孔構造に

ついて評価している．ポリアミド酸（PAA）の塩素化と，その後のエステル化による二段階の高分子反応により，側鎖に HEMA
が 7.5 %導入された PAAE を合成している．作製された PAAE/Pluronic F127 複合膜には周期長 15.0 nm のシリンダー状のミクロ

相分離構造が形成されていることを明らかにしている．複合膜に紫外線を照射し HEMA 側鎖のメタクリル基の重合を行った後，

熱処理を行うことで作製したポーラスポリイミド膜からは，熱処理前に形成されていたミクロ相分離構造が消失したことを明ら

かにしている．  
第 4 章「犠牲的光架橋部位を有するポリアミド酸-アミン塩に基づくメソポーラスポリイミド膜の作製」では，第 3 章の架橋手

法を改善し，メタクリル酸 2-（ジメチルアミノ）エチル（DMAEMA）をアミン塩としてポリアミド酸に導入した PAA-DMAEMA
塩を調製し，有機鋳型法を用いることでメソポーラスポリイミドを作製している．核磁気共鳴分光法と粘弾性測定の結果から，

鋳型ブロック共重合体 Pluronic F127 の存在下においても，DMAEMA は PAA と塩を形成した上で紫外線による重合反応が進行

し，有機鋳型法における PAA の架橋手法として利用可能であることを示している．PAA-DMAEMA 塩/Pluronic F127 複合膜は周

期長 14.8 nm の体心立方格子状のミクロ相分離構造を形成していることを明らかにしている．PAA-DMAEMA 塩/Pluronic F127
複合膜に対して紫外線を照射して架橋を行った後，熱処理を施して作製したメソポーラスポリイミド膜の走査型電子顕微鏡観察

（SEM）の結果，直径約 100 nm の細孔が形成されていることを明らかにしている．DMAEMA 塩による光架橋が有効に働き，

熱処理前に形成されていた周期的なミクロ相分離構造に由来する細孔構造が得られた可能性を示している． 
第 5 章「反応性イオンエッチングを用いたメソポーラスポリイミド膜の作製」では，有機鋳型法によるポーラスポリイミド膜

の作製において従来法よりも温和な多孔化手法を確立することを目的に，反応性イオンエッチングを利用してポーラスポリイミ

ド複合膜を作製している．PAA/ポリ（2-ビニルピリジン）-block-ポリメタクリル酸メチル (P2VP-b-PMMA)複合膜をイミド化し

た後に表面研磨を行い，反応性イオンエッチングを行うことにより，鋳型ブロック共重合体の PMMA 成分を選択的に除去する

ことに成功している．反応性イオンエッチングは常温でポリイミド膜表面を多孔化し，ミクロ相分離構造由来のメソポーラス構

造を膜表面に創出することができることを示している．SEM 観察により，細孔径は約 25 nm，細孔の中心間隔は約 50 nm であ

ることを明らかにしている． 
第 6 章「オゾン分解を用いたメソポーラスポリイミド膜の作製」では，有機鋳型法によるポーラスポリイミド膜の作製におい

て，従来法よりも温和でかつ膜全体を多孔化できる手法を確立することを目的に，オゾン分解を利用してポーラスポリイミド複

合膜を作製している．ヘキサン中における PAA/ポリ（1,4-イソプレン）-block-ポリ（2-ビニルピリジン）(PI-b-P2VP)複合膜のオ

ゾン分解は，ミクロ相分離構造の秩序性を低下させること無く，常温で厚さ 150 μm の膜全体に対しメソポーラス構造を創出

することが可能であることを明らかにしている．PAA/PI-b-P2VP/resol 複合膜のオゾン分解後にイミド化を施すことによって，膜

全体にミクロ相分離構造に由来する細孔を有し，かつ折り曲げ可能な柔軟性を保持したメソポーラスポリイミド膜の作製に成功

している．SEM 観察および SAXS 測定により，細孔径は約 20 nm，周期長は 28.8 nm であることを明らかにしている．  

 第 7 章「総括」では，各章で得られた結論を総括するとともに今後の展望について述べている． 

これを要するに，本論文は有機鋳型法を用いたメソポーラスポリイミド膜の作製に関する研究として，工学上ならびに工業上

貢献するところが大きい．よって本論文は博士（工学）の学位論文として十分な価値があるものと認められる． 

注意：「論文審査の要旨及び審査員」は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容

で作成してください。 


